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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒

業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等につい

て，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程では、一般科目の必修科目数が計71単位であり、卒業要件である75単位以上のうちの大

部分が必修となっている（資料６－１－①－１）。専門科目は専門教育コースごとに若干の差がある

ものの、78～82単位が必修（選択必修を含む。）となっており、これも卒業要件である82単位以上の

大部分が必修となっている（資料６－１－①－２）。一般科目の選択科目群は一部の補充教育科目を

除いて第３学年以上に配置され、いずれも大学の教養課程相当の授業を提供し、さらに教養を深めら

れるように工夫されている。専門科目の選択科目群は第４学年以上（特に第５学年）に配置され、主

に卒業研究課題に関係の深い分野の科目を各自が選択し、研究内容を深められるよう工夫がされてい

る（資料６－１－①－３）。 

 

資料６－１－①－１ 

1 2 3 4 5

71 24 23 16 7 1必修科目単位数

一般科目（各コース共通）

単位
学年・単位

 
（出典 管理課作成資料） 

 

 

資料６－１－①－２ 

必修科目単位数（各専門教育コース別）

1 2 3 4 5

79 8 10 18 24 19

79 8 10 18 24 19

78 8 10 17 26 17

78 8 10 17 26 17

80 8 10 17 27 18

82 8 10 18 24 22

80 8 10 18 24 20

81 8 10 18 24 21

航空宇宙工学コース

医療福祉工学コース

電子情報工学コース

学年・単位
コース名 単位

生産システム工学コース

電気電子工学コース

情報通信工学コース

ロボット工学コース

機械システム工学コース

 
（出典 管理課作成資料） 
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資料６－１－①－３ 

    

一般科目 専門科目（機械システム工学コース・平成22年度以降入学者に適用）

1 2 3 4 5 2 3 4 5

都市文学論Ⅰ 1 センサ工学 1 1

都市文学論Ⅱ 1 材料リサイクル 1 1

化学特論Ⅰ 1 材料強度学 1 1

化学特論Ⅱ 1 精密加工 1 1

工業化学概論Ⅰ 1 機構学 1 1

工業化学概論Ⅱ 1 CAE 1 1

英語表現Ⅰ 1 流体機械 1 1

実用英語Ⅰ 1

振動工学Ⅱ 1 1

表象文化論Ⅰ 1 ※Ａ 油空圧制御 1 1

表象文化論Ⅱ 1 ※Ａ メカトロニクス 1 1

人文社会特別研究 2 ※Ａ 11 3 11

都市の健康と運動 1 ※Ｓ

現代史 1 ※Ｓ 専門科目（生産システム工学コース・平成24年度以降入学者に適用）

近代社会と文学 1 ※Ｓ

自然地理学 1 ※Ｓ 2 3 4 5

経営学 1 ※Ｓ 実験計画法 2 2

中小企業経営論 1 ※Ｓ 人間工学 2 2

日本文学 1 1 設計解析（CAE） 1 1

メカトロニクス 1 1

地誌学 2 2

数学特論Ⅱ 2 2 計測工学 2 2

体育実技Ⅰ 1 1 管理システム工学Ⅱ 2 2

体育実技Ⅱ 1 1 特別演習 1 1

英語表現Ⅱ 1 1 26 7 13

実用英語Ⅱ 1 1

ドイツ語Ⅱ 2 2 専門科目（電気電子工学コース・平成21年度以降入学者に適用）

中国語Ⅱ 2 2

日本文化史 2 2 ※Ｓ 2 3 4 5

国際経済学 2 2 ※Ｓ 計測工学Ⅰ 1 1

民俗学 2 2 ※Ａ 計測工学Ⅱ 1 1

経営管理論 2 2 ※Ａ 高電圧工学 1 1

心理学 2 2 ※Ａ 電力系統工学 2 2

人文地理学 2 2 ※Ａ 電気設計製図 1 1

史学概論 2 2 ※Ａ メカトロニクス 2 2

経済学 2 2 ※Ａ コンピュータ工学Ⅱ 1 1

倫理学 2 2 ※Ａ ネットワーク 1 1

基礎数学演習 1 1 信号処理 2 2

微分積分演習 1 1 ※Ａ ソフトウェア設計Ⅱ 1 1

物理学演習 1 1 ※Ｓ 電気電子回路設計 2 2

数学特論Ⅰ 2 2 ※２ 電気法規 1 1

物理学特論Ⅰ 1 1 ※２ 16 0 16

物理学特論Ⅱ 1 1 ※２

総合化学特論 1 1 ※２ 専門科目（電子情報工学コース）

英語特論 1 1 ※３

キャリアデザイン 2 2 ※Ａ 2 3 4 5

数学演習 2 2 ※４ 電子回路設計 1 1

ドイツ語演習 1 1 ※４ 光・電子デバイス 2 2

東京の河川と交通 1 ※Ｓ 電子応用 2 2

東京の自然環境 1 1 ※Ｓ 電子制御 2 2

都市教養課題研究 1 ※Ａ 光・電磁波工学 2 2

化学演習Ⅰ 1 1 ※Ｓ 情報通信システム 1 1

化学演習Ⅱ 1 1 ※Ａ 信号処理 2 2

化学実験 1 1 情報工学 1 1

データベース 2 2

31 1 15

※２:JABEE自然科学科目 ※４:高校からの編入者向け
※３:JABEE人文社会科目 ※Ａ:荒川キャンパスで開講

※Ｓ:品川キャンパスで開講

備考

授業科目 単位 備考

授業科目

授業科目 単位 備考

選択科目開設単位数

コ
ー

ス
選
択
科
目

選択科目開設単位数

コ
ー

ス
選
択
科
目

選択科目開設単位数

コ
ー

ス
選
択
科
目

オプトエレクトロニクス 2 2

1

選択科目開設単位数

選択科目小計 4～14単位修得

授業科目 単位 備考

コ
ー

ス
選
択
科
目 熱エネルギー変換と環境

保全
1

単位

1

選択科目Ｃ
（JABEEプロ
グラム科目
等）

選択科目Ｄ
（両キャン
パス学生の
合同履修の
集中講義）

1

1

選択科目Ｂ
（大学の教
養課程担当
の内容・大
学編入学者
が単位互換
できる内
容）

言語コミュニケー
ション

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

コミュニケーショ
ン・スキルズⅢ

1 1

学年・単位
備考

選
択
科
目

選択科目Ａ
（研究還元
型授業・目
的別授業・4
単位履修）

1

1

1

1

授業科目 単位
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専門科目（情報通信工学コース） 専門科目（航空宇宙工学コース）

2 3 4 5 2 3 4 5

半導体工学 2 2 計測工学 1 1

輸送機械工学 1 1

応用電子工学 1 1

システムプログラム基礎 2 2 製作ゼミナール 1 1

通信工学Ⅲ 2 2 飛行力学 1 1

映像メディア工学 1 1 航空機設計法 2 2

航空原動機工学 1 1

構造材料システム設計 2 2 ※

ハードウェア設計 1 1 宇宙システム工学 2 2

宇宙利用工学 2 2

宇宙機器制御工学 1 1

データベース 1 1 ロケット工学 1 1

マイクロコンピュータ 1 1 機械力学 2 2

情報理論と符号化 1 1 伝熱工学 1 1

環境電磁工学 1 1 材料力学Ⅲ 1 1

光・電磁波工学 1 1 20 1 3 16

電波伝搬工学 1 1

アンテナ工学 1 1 専門科目（医療福祉工学コース・平成21年度以降入学者に適用）

電波法規 1 1

36 0 1 20 2 3 4 5

※４:学修単位科目 電気回路Ⅲ 1 1

材料力学Ⅱ 1 1

専門科目（ロボット工学コース・平成22年度以降入学者に適用） 電気磁気学Ⅲ 1 1

機械工学演習 1 1

2 3 4 5 マイクロコンピュータ 1 1

熱力学Ⅱ 1 1 生産加工学 1 1

流体工学Ⅱ 1 1 医用画像工学 1 1

数値解析Ⅱ 1 1 福祉機器設計 1 1

材料力学特論 1 1 医用超音波工学 1 1

材料学特論 1 1 リハビリテーション工学 1 1

計測工学Ⅱ 1 1 臨床心理学 1 1

センサ工学Ⅱ 1 1 医療福祉材料 1 1

制御工学Ⅲ 1 1

システム制御工学 2 2

ディジタル信号処理 1 1 福祉環境工学 2 2

アクチュエータ工学 1 1 医療福祉経済学 1 1

16 3 13

ロボット制御工学 2 2

電気機器制御工学 1 1

人工知能 1 1

エネルギー工学 1 1

CAD・CAE演習 1 1

応用ロボット工学 2 2

特別講義 1 1

選択科目開設単位数 22 2 20

備考授業科目 単位

1

選択科目開設単位数

選択科目開設単位数

コ
ー

ス
選
択
科
目

コミュニケーション支援
工学

1

授業科目
選択科目開設単位数

コ
ー

ス
選
択
科
目

マイクロコンピュータ工
学

1 1

コ
ー

ス
選
択
科
目

授業科目

2 2 ※４

1 1

2 2

コ
ー

ス
選
択
科
目

コンピュータネットワー
クⅡ

ユビキタス(無線)システ
ム

コンピュータグラフィッ
クス

単位 備考

授業科目 単位 備考

単位 備考

 
（出典 シラバス平成 24 年度ものづくり工学科 抜粋） 

 

 

したがって、カリキュラムに設定された科目を系統的に修得することにより、卒業要件を満たし教

育目標が達成できるようになっており、その把握及び評価は、卒業判定会議で卒業要件を確認するこ

とにより行っている（資料６－１－①－４、現地確認資料）。 
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資料６－１－①－４ 

 （卒業要件） 

第２７条 第５学年に在籍する者で、次の各号のすべてをみたした者は卒業を認める。 

 (1) 年間欠席日数が出席すべき日数の４分の１を超えないこと。 

 (2) 必修科目（必修選択科目を含む。）を全て履修していること。 

 (3) 別表第２に示す各教育コースに指定した実技科目に合格していること。 

 (4) 修得単位の累計数が 167 単位以上、かつ一般科目 75 単位以上、専門科目 82 単位以上であること。 

 （第５学年原級留置） 

第２８条 第５学年において卒業を認められなかった者は、原級留め置きとする。 

（卒業の認定） 

第３１条 第 27 条及び第 28 条に関する事項については、卒業判定会議の審議に基づき、校長が決定する。 

２ 卒業判定会議に関する事項は、別に定める。 

 

（出典 東京都立産業技術高等専門学校ものづくり工学科規則 抜粋） 

 

専攻科課程では、教育目標に掲げる基礎力（学士の学位を取得できる能力）を実際に学士の学位を

取得したかによって、実戦力（課題解決能力）と国際社会における自己表現力を必修（選択必修を含

む。）科目の修得状況によって判断し、その把握及び評価は、修了判定会議で行う（資料６－１－①

－５、現地確認資料）。 

 

資料６－１－①－５ 

 （修了に必要な単位） 

第１３条 専攻科の修了に必要な単位は、64 単位以上（うち、一般科目 10 単位以上、専門科目 54 単位以上）とす

る。 

 第７章 修了の認定 

（修了の認定） 

第１４条 修了の認定に関する事項については、修了判定会議の審議に基づき、校長が決定する。 

２ 修了判定会議に関する事項は、別に定める。 

 

（出典 東京都立産業技術高等専門学校専攻科規則 抜粋） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程では、必修科目と、高学年での若干の選択科目（いずれも大学レベルのもの）を修得す

ることによって教育目標が達成されるように、教育課程を工夫している。したがって、卒業要件を満

たすかどうかにより目標の達成を確認している。また、専攻科課程では、学士の取得及び必修科目の

修得で教育目標の達成を確認している。いずれも達成状況の把握を卒業判定会議や修了判定会議で組

織的に行っている。 

以上のことから、教育の目的に沿った形で、学生の達成状況を把握・評価するための適切な取組が

行われていると判断できる。 

ただし、卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力ごとの達成を学校として厳密に把握する方

法は現在まだ確立しておらず、今後の検討課題となっている。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程における教育目標等の達成状況は、進級・卒業の要件に従い、個々の学生の単位修得状
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況等について進級判定会議や卒業判定会議で確認することで把握している（前掲資料６－１－①－４、

現地確認資料）。また、進級率、卒業率は全体で94.1％であり、退学率は全体で2.7％となっている

（資料６－１－②－１）。 

 

資料６－１－②－１ 

    

平成23年度学籍異動状況

(単位：人）

退学率(%)
進級・

卒業率(%)

１年 172 2 1 5 2.9% 164 95.3%

2年 162 6 2 4 2.5% 150 92.6%

3年 161 3 0 5 3.1% 153 95.0%

4年 138 4 0 5 3.6% 129 93.5%

5年 170 3 0 3 1.8% 164 96.5%

１年 171 0 2 1 0.6% 168 98.2%

2年 179 7 3 9 5.0% 160 89.4%

3年 170 4 2 8 4.7% 156 91.8%

4年 145 5 0 2 1.4% 138 95.2%

5年 133 7 0 2 1.5% 124 93.2%

1,601 41 10 44 2.7% 1,506 94.1%

荒
川
キ
ャ

ン
パ
ス

全　体

退学 進級・卒業

年度当初 原級留置 転学

品
川
キ
ャ

ン
パ
ス

 
 

（出典 管理課資料） 
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 卒業生の約６割は就職、約４割が進学である。本校では、実践的技術者の育成を教育の目的に掲げ

ており、教育成果を測るものとして求人倍率や就職率を重要な指標と考えている。近年における求人

倍率や就職率をみても、十分に社会的な要請に応えている（資料６－１－②－２）。 

 

資料６－１－②－２ 

 

  

₁ ˲ ˲Ί ᾦ ᾦ ₁ ἶ ἶ

288 172 1,131 6.6 170 98.8% 112 108 96.4% 10

33 16 253 15.8 16 100.0% 14 14 100.0% 3

280 153 1,079 7.1 152 99.3% 118 121 102.5% 7

32 23 231 10.0 22 95.7% 8 7 87.5% 3

ƤЋӰ ʹ˓ ǲᾍǠȒ ǵ ₳ 13₴ Ӱ ɵʹ˓

288 100.0 170 59.0 108 37.5 10 3.5

33 100.0 16 48.5 14 42.4 3 9.1

ƤἶṲ֝♬ Ʊ₳ 13₴↓ ₳ 13₴ ʹ˓ ɵ₳ 12₴↓ ₳ 12₴2 ʹ˓

24 33 33 100.0

23 32 32 100.0

ҍ ›ἶᾐ

ʹ˓

ȉǵǬǖȑ›ἶ

ҍ ›ἶᾐ

ȉǵǬǖȑ›ἶ

ҍ ›ἶᾐ

₴↓ ӢƱƱѝ

ҍ ›ἶᾐ

Ƥ Ʊ₳ 13₴↓ ₳ 13₴ Ӱ ɵʹ˓ ɵ₳ 12₴↓ ₳ 12₴2 Ӱ ɵʹ˓

24

ӢƱƱѝ₴↓

23

ἶ̬֝♬

Ǥǵ̀

ȉǵǬǖȑ›ἶ

ҍ ›ἶᾐ

Ǥǵ̀

Ӱ
ʹ˓

ᾦƱ Ʊἶ

ӢƱƱѝ
Ӱ ʹ˓ ᾦƱ Ʊἶ

 
（出典 管理課資料） 

 

 専攻科課程における教育目標等の達成状況は、修了の要件に従い、個々の学生の単位修得状況等に

ついて修了判定会議で確認することで把握している（前掲資料６－１－①－５、現地確認資料）。準

学士課程と同様に求人倍率や就職率を重視しているとともに、教育目標にある学士相当の学力を保証

するため、学士取得状況も重視している（前掲資料６－１－②－２）。 

 

 なお、英語教育ではTOEICテストを既に実施しているが、卒業（修了）時の達成レベルについては

現在検討中である。また、卒業研究・専攻科特別研究の評価指標の整備など、教育目標ごとの達成度

の把握方法については、学校として検討を始めた段階である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程、専攻科課程ともに、単位取得状況、求人倍率、就職率、学士取得状況等から判断して、

教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

 ただし、教育目標ごとの達成度の把握といった点での成果・効果の確認が十分ではない。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

卒業（修了）後の進路状況をみると、平成24年３月に卒業（修了）した就職希望者が就職した割合

は、準学士課程で98.8％、専攻科課程で100.0％、進学希望者が進学した割合は、準学士課程で

96.4％、専攻科課程で100.0％となった。いずれも高い割合を示しており、本校の教育の成果が上が

っているといえる。なお、全卒業（修了）生に対する就職者は、準学士課程が59.0％、専攻科課程が

48.5％、進学者は、準学士課程が37.5％、専攻科課程が42.4％、その他は、準学士課程が3.5％、専

攻科課程が9.1％であった（前掲資料６－１－②－２）。 

準学士課程の就職先を産業別にみると、製造業と情報通信業で全体の７割を占め、職業別にみても、

製造技術者（開発除く）、建築・土木・測量技術者、情報処理・通信技術者、その他の技術者で全体

の９割以上を占めている（資料６－１－③－１）。また、進学先の内訳をみると、ほとんどが国公立

の理工系へ進んでいる（資料６－１－③－２）。専攻科課程の進路先をみても、就職先のほとんどを

製造業が占め、進学先も国立大学大学院の理工系が主となっている（資料６－１－③－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立産業技術高等専門学校 基準６ 

- 324 - 

 

資料６－１－③－１ 

  
（出典 管理課作成資料） 
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資料６－１－③－２ 

     

平成24年度大学編入学状況

長岡技術科学大学 工学部 16

豊橋技術科学大学 工学部 5

秋田大学 工学資源学部 1

山形大学 工学部 1

福島大学 共生システム理工学類 1

東京農工大学 工学部 2

電気通信大学 情報理工学部 1

千葉大学 工学部 5

山梨大学 工学部 1

新潟大学 理学部 1

島根大学 総合理工学部 2

九州工業大学 工学部 1

佐賀大学 理工学部 1

琉球大学 工学部 2

40

首都大学東京 システムデザイン学部 4

首都大学東京 都市教養学部 6

　　小　　　計　　　　　大学　　　 10

日本大学 理工学部 8

東京電機大学 工学部 2

東京電機大学 未来科学部 1

東海大学 工学部 1

工学院大学 情報学部 1

東京工芸大学 工学部 1

神奈川大学 工学部 1

大阪電気通信大学 医療福祉工学部 1

明治大学 理工学部 1

環太平洋大学 体育学部 1

18

68

人数設置 大学名 学部名

　　合　　　計　　　　　大学

　　小　　　計　　　　　大学　　　

公立

　　小　　　計　　　　　大学　　　　　　

私立

国立

 
 

（出典 管理課資料） 
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資料６－１－③－３ 

₳ 13₴↓ᾐ ᾦ
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長岡技術科学大学大学院 工学研究科 1

豊橋技術科学大学大学院 工学研究科 0

東京工業大学大学院 総合理工学研究科 1

北陸先端科学技術大学院大学 マテリアルサイエンス研究科 1

北陸先端科学技術大学院大学 大学情報科学研究科 1

山形大学大学院 機械工学科 1

信州大学大学院 機械システム工学専攻 1

九州大学大学院 統合新領域学府 1

電気通信大学大学院 情報システム学研究科 0

茨城大学大学院 知能システム工学専攻 1

8

　　小　　　計　　　　　大学院　　　（研究科）　　　 0

法政大学大学院 工学研究科 1

千葉工業大学大学院 デザイン科学専攻 1

明治大学大学院 理工学研究科 1

日本大学大学院 理工学研究科 1

4

12

研究科等名 人数

　　合　　　計　　　　　大学院　　（研究所）

　　小　　　計　　　　　大学院　　（研究科）

公立

　　小　　　計　　　　　大学院　　　（研究科）　　　

私立

平成24年度大学院への進学状況

国立

設置 大学院名

 
 

（出典 管理課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程、専攻科課程ともに就職、進学の状況は良好であり、いずれも100％近い高い水準を維

持している。就職先、進学先の状況からも、本校が掲げる教育理念に沿った、実践的技術者や総合的

実践的技術者の育成という教育の成果や効果に適合している。 

以上のことから、就職や進学といった進路状況等から、教育の成果や効果が上がっていると判断で

きる。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

本校では、卒業する時点での様々な達成度についてのアンケートを卒業間近の５年生に対して行っ

ている。アンケートは、準学士課程の教育目標を達成できているかを聞く形式とし、設問１～２は
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「実践力」、設問３～５は「基礎力」、設問６～８は「人間性・社会性」、設問９～10は「コミュニ

ケーション力」、設問11～13は「創造力」に対応している（資料６－１－④－１）。 

「実践力」については、それぞれの設問に７～９割の学生が「かなりできる」「できる」と回答し

ている。 

「基礎力」については、一般科目で約７割の学生が「かなりできる」「できる」と回答し、専門科

目で８割以上の学生が「かなりできる」「できる」と回答している。 

「人間性・社会性」については、概ね７割以上の学生が「かなりできる」「できる」と回答してい

る。 

「コミュニケーション力」については、自分の考えや意見を先生や友達に伝えることができるかど

うかでは、約８割の学生が「かなりできる」「できる」と回答しているが、英語でのコミュニケーシ

ョンでは逆に「あまりできない」「できない」と回答する学生が８割以上に達している。 

「創造力」については、新しいアイディアの創出では約６割、課題の把握では約８割の学生が「か

なりできる」「できる」と回答している。また、他人と協調した問題への対処では７割以上の学生が

「かなりできる」「できる」と回答している。 

全体を通しての回答の割合は、７割が「できる」、３割が「できない」と回答していることから、

学習の達成度は概ね良好であり，本校の教育が良い結果を生んでいることが伺える。 

 

資料６－１－④－１ 

卒業生する時点での様々な達成度についてのアンケート結果（抜粋） 

 

2 各設問に対する分析 

 以下に，各設問に対する分析を述べる．ただし，グラフは品川・荒川全体を示すものとし，各キャンパ

スの割合（数）に関しては＜資料２＞に示す． 

 

2.1「実験を行ったりデータを取ったりすることができ

る」 

 実験を行ったりその実験データを取ることができるか

を聞いた設問１では，今回のアンケートの中で最も多

い約 9 割の学生が「かなりできる」「できる」と回答

している．また「かなりできる」と回答した数が比較

的多い．この結果は本校の実験実習の多さが起因して

いると考えられる．この傾向は，品川・荒川で同一で

ある． 

 

 

 

2.2 「実験装置・部品や回路・プログラムを作るこ

とができる」 

実際に装置を構成したり，旋盤で部品を作ったり，

電気・電子回路の製作や数値計算やソフトウェア制

作のためのプログラムを作ることができるかを聞い

た設問２では，約 7 割の学生が「かなりできる」

「できる」と回答している．これについても，本校

の実践的教育の結果であると思われる．ただし，品

川に「あまりできない」「できない」と答えている

学生が荒川に比べて多い． 

 

 

図１：設問１の結果

83

128

12 3

かなりできる

できる

あまりできない

できない

 

図２：設問２の結果

44
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できる
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図４：設問４の結果
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2.3 「一般教養科目で、基本的な知識を身に付けて

いる」 

 数学や物理，化学だけに限らず，国語や英語，社会な

どの一般教養科目についての知識を身に付けているか

どうかを聞いた設問３では，約 7 割の学生が「かなり

できる」「できる」と回答している．一般教養科目に

ついても，良い教育ができている結果と言える．ただ

し，荒川に「あまりできない」「できない」と回答し

ている学生が品川に比べて多い． 

 

 

2.4 「専門科目で、基本的な知識・技能を身に付け

ている」 

 専門科目全般の基本的な知識を身に付けているかどうかを聞いた設問４では，約 85%の学生が「かなり

できる」「できる」と回答している．これはアンケート中２番目に多い割合であり，本校の専門科目の

教育が良いことを表している．またこの割合は，品川・荒川で特に差異はなかった． 

 

 

 

 

 

 

2.5 「自ら進んで学習をすることができる」 

 中学校での勉強と比較して能動的に学習をしなければ

ならない本校の教育において，自ら進んで学習できる

かどうかを聞いた設問５では，約 6 割の学生が「かな

りできる」「できる」と回答している．その反面，他

の設問に比べて約 4 割と多くの学生が「あまりできな

い」「できない」と回答している．このため，「校内

塾」などを活用し，能動的に学習ができる指導・環境

を整備する必要がある． 

 

 

 

2.6 「学校の学習以外の知識・教養を身に付けている」 

 資格やクラブなどの課外活動などで身に付けた知識・教養があるかどうかを聞いた設問６では，約 7 割

の学生が「かなりできる」「できる」と回答している．また荒川と比較して品川の学生にできると回答

している割合が多い．これは，資格を奨励しているコースの存在及びロボット・プログラム関連のクラ

ブの活躍の多さに起因していると考えられる． 

 

 

 

2.7 「友達に勉強を教えるなど、困っている人を助けることができる」 

 人間性及び社会性があるか，またコミュニケーション力があるかどうかを聞いた設問７では，約 75%の

学生が「かなりできる」「できる」と回答している．本校の学生は比較的このようなことができないと

思われているが，自己評価としては高い数値になっている． 

 

 

 

2.8 「社会のルールを守ることができる」 

 一般的な社会性を聞いた設問８では，約 85%の学生が「かなりできる」「できる」と回答している．本

校には比較的真面目な学生多いことが，その要因があると思われるが，技術者としての倫理観を持って

いる学生が多い，という結果が得られた．しかし， 14%の学生が「あまりできていない」「できていな

図３：設問３の結果

28
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13
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できる
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できない

 

図５：設問５の結果
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い」と回答しているので，この後の学生指導及び，授

業中での倫理教育によって，この割合を少なくする必

要がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9 「自分の考えや意見を先生や友達に伝えることが

できる」 

 コミュニケーション力の基本であり，またプレゼンテ

ーション力などがあるかどうかを聞いた設問９では，

約 8 割の学生が「かなりできる」「できる」と回答し

ている．この要素も設問７同様，比較的このようなこ

とが苦手な学生が多いと考えていたが，自己評価とし

ては高い数値となっている． 

 

 

 

2.10 「英語でコミュニケーションを取ることができ

る」 

 産業のグローバル化に伴い英語によるコミュニケーシ

ョン力が必要と考えて教育目標として設定している設

問１０では，「あまりできない」「できない」と回答

する学生が約 85%に達している．特に「できない」と

回答している学生が６割を超えている．また品川と比

較して荒川の学生が「できない」と回答している．こ

の結果より，本校の英語教育の見直しが必要であると

考えられる． 

 

 

 

2.11 「研究や勉強などで、新しいアイディアを自分で

作り出すことができる」 

 「創造力」があるかを聞いた設問１１では，約 6 割の

学生しか「かなりできる」「できる」と回答しなかっ

た．アイディアを自分で生み出すというのは一般的に

難しいことであるため，この傾向が出たのかもしれな

いが，「創造力」についても，もう少し創造性のある

研究・授業などを取り入れ，自分でアイディアを作り

出せる学生を増やす必要があると思われる． 

 

 

 

2.12 「研究や勉強などで、現在何が課題・問題になっているのかを把握することができる」 

 創造したアイディアや研究・勉強においての問題把握能力を聞いた設問１２では，約 8 割の学生が「か

なりできる」「できる」と回答している．その中でも 2 割の学生が「かなりできる」と回答している．

特に実験実習や研究においてこの能力が磨かれてこのような高い数値になっていると思われる．品川に

図６：設問６の結果
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図７：設問７の結果
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図８：設問８の結果
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図９：設問９の結果
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図１０：設問１０の結果
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図１１：設問１１の結果
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比べて，荒川の学生に「あまりできない」「できな

い」と回答した学生が比較的多い． 

 

 

 

 

 

 

2.13 「課題・問題を自分で分析・解決することがで

きる」 

 把握した問題や実際に設定された課題を自らの力で解

決できるかどうかを聞いた設問１３では，約 75%の学

生が「かなりできる」「できる」と回答している．前

の設問のように把握できるものの，その解決には少々

自信がないようなので，この要素についても少々の底

上げが必要であると思われる．また品川に比べて，荒

川に「あまりできない」「できない」と回答する学生

が比較的多い． 

 

 

 

2.14 「他人と協調して、問題に対処することができ

る」 

 近年社会でも求められ，また本校でもグループワーク

なども導入して教育が行われているチームで協調して

問題に対処できるかどうかを聞いた設問１４では，8

割強の学生が「かなりできる」「できる」と回答して

いる．特に「かなりできる」と回答している学生が他

の設問と比較して多くなっている．これは，実験実習

などでチームを組んで行っていることから，このよう

な教育が進んでいる他，設問９のコミュニケーション

力と同様の傾向があることから，この両者はほぼ同じ

ものと捉えられたと考えられる． 
 

表１：各キャンパス及び両キャンパスにおける各項目のチェック率 

キャンパス かなりできる できる あまりできない できない 

品川 
19.8% 53.3% 18.9% 8.0% 

できる：73.1% できない：26.9% 

荒川 
21.3% 48.5% 20.5% 9.7% 

できる：69.8% できない：30.2% 

全体 
20.3% 51.6% 19.5% 8.6% 

できる：71.9% できる：28.1% 

 

また両キャンパスを合わせた表１の結果では，7 割が「できる」，3 割が「できない」と評価し

ている．この結果より，学校全体の設問全体の達成度は概ね良好であり，本校の教育が良い結果を

生んでいることが伺える．ただし，3 割の部分に関しては達成度が低いと感じているので，この部

分の底上げが必要であると考える． 

 
（出典 卒業生アンケートまとめ 抜粋） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育目標に対する学生による達成度評価では、全体を通して７割が「できる」と回答していること

図１２：設問１２の結果
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図１３：設問１３の結果
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図１４：設問１４の結果
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から概ね良好であり、教育の成果や効果が表れていると言える。教育目標のそれぞれの項目ごとの状

況を見ても「できる」とした回答が多く、教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

 ただし、「英語によるコミュニケーション力」については、８割以上の学生が達成できていないと

回答している。この面については早急な対応が必要である。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

（観点に係る状況）  

卒業（修了）生からの意見を聴取する取組については、平成22年度に、本校の前身校である東京都

立工業高等専門学校（以下「工業高専」）及び東京都立航空工業高等専門学校（以下「航空高専」）

の卒業生を対象にアンケート調査を実施している（資料６－１－⑤－１）。在学中に学んだことの中

で役に立ったことについての設問に、工業高専では、創意工夫や情報収集力が役立ったと思う卒業生

が多いのに対し、航空高専では、専門知識やデータ処理能力が役立ったと回答する卒業生が多くみら

れた。本校の卒業生は平成23年度が初めてとなるため、アンケート結果は参考として捉え今後の教育

活動に活かして行きたい。 

 

 

資料６－１－⑤－１ 

    

Ӱ șᾍ ǯǞǦ OBɵOG ȠɱȯɶɆ ǵ ǲǫǋǭ 
 

 ǶǟȈǲ  

ˬ ᾐ ἶ ǮǶƲ ǵ ǵׄʣȋ КὦǵϹὕǯ ᵎ

ș ǯǞǭƲ ǵѼ ǮǉȒ ˬ › ᾐ ἶ ̊ʤƼ› ᾐƽǯǋ

ǍƳ ֗Ǻ ˬ › ᾐ ἶ ̊ʤƼ ᾐƽǯǋǍƳ ǵӰ ǵ ǿ

ǵȠɱȯɶɆ șὕ ǞȅǞǦƳ  

 

 ȠɱȯɶɆᾍ ǵӰ ₴↓ 

› ᾐӰ  ᾍ Ӱ ₴↓  

₳ 11 13 15 17 18 19 20 21  
ᾐӰ  

 

 ֗ǺȠɱȯɶɆКὦ  

(1)  

 

 

 

 

 

ֿ ̝ǵ ̝ › ᾐֿ ̝ ƲẎ ̝ ᾐֿ ̝ ǲǛӲҘșǋǦ

ǧǔƲȠɱȯɶɆᾍ ǵӰ ǵ › ᾐ 1,214 Ʋ׀ ᾐ 1,153 ׀

ǲȠɱȯɶɆ ș Ǟᶥ șǑ ǋǞȅǞǦƳ  
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 (7) ǮἶȚǮ☻ ǪǦǚǯ 

 3 ǶƲ ǮἶȚǧǚǯǵʴǮƼ ₡ǲ☻ǲ ǪǦƽƲƼ☻ǲ ǪǦƽǯᶥ ǞǦ

ș ǞƲ› ᾐ ᴜ′ȫɡɱɏȷ ǯ ᾐ ′ȫɡɱɏȷ ǲѝǘǭ

ǞǦȉǵǮǠƳ› ᾐǮǶƲҍ ›ẑȋ Ḹ֛ ҘǓ☻ǲ ǪǦǯדǍӰ Ǔẉ

ǋǵǲᾍǞƲ ᾐǮǶƲᾐ ȋɅɶȽы ҘǓ☻ǲ ǪǦǯᶥ ǠȒӰ

Ǔẉǖ ȐȓȅǞǦƳȅǦ (6)Ǯȉ ȀȅǞǦǓƲɨɶȾɶǯǞǭǵ ǵ ѝǮǶʰȫ

ɡɱɏȷǯȉ ̭ǋΙș ǞǭǋȅǠƳ  

 

3 ǮἶȚǮ☻ ǪǦǚǯ  

 

ᴜ′ ′

48 ›ἶȋ ǲ ǠȒᾐ 79
58 ɅɶȽы Ҙ 64
24 ᵂ Ҙ 49
70 Ḹ֛ Ҙ 45
71 ҍ ›ẑ 48
62 ɕɪȺɱɄɶȵɥɱ Ҙ 33
68 Ҙ 7
67 ʝ ₡ 13
41 ȱɝɣɉȯɶȵɥɱ Ҙ 43
54 ˿˗ǵǵȆǚȆ 44
32 ɨɶȾɶǯǞǭǵ 15
57 ȿɡɪɱȶ 42
58 ҲҘ 47
51 Ӳ ר 52
40 ҽүǜ 50
48 ̑ 45

(%) 

 
 

（出典 本校ウェブサイト） 

 

 

 進路先等の関係者からの意見を聴取する取組については、平成21年度に、本校に求人のあった企業

を対象にアンケート調査を実施している（資料６－１－⑤－２）。「本校の卒業生は御社の期待に応

えている（あるいは将来応えうる）か」との設問には、半数以上が「期待通り」と回答している。ま

た、本校の卒業生に対する印象については、専門知識、勤勉さ及び責任感については比較的高い評価

を受けながらも、リーダーとしての資質及び英語を含むコミュニケーション能力については低めの評

価となった。こちらのアンケートも厳密に言えば本校の卒業生ではないが、前身校の良い部分を継承

し、課題とする点に前向きに取り組んでいかなければならない。 
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資料６－１－⑤－２ 

都立高専卒業者に係る企業アンケートの結果報告（抜粋） 

     

3.4.2 期待に応えているか（将来応えうるか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体としては、「期待通り」が半数以上を占め、その他の回答は「期待以上」、「おお

むね期待以上」である。特に大企業においては、「期待以上」、「おおむね期待以上」と

回答した企業が半数以上を占めた。 

「やや期待外れ」、「期待以下」と回答した企業は皆無であったため、本校の卒業生は

全般的に企業の期待に応えていると判断できる。  
 

   

3.7 項目毎の結果 
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※レーダ・チャートについて 

 各質問項目のポイントは、 

「非常に思う」の回答数×４+「思う」の回答数×３+「どちらでもない」

×２+「思わない」の回答数×１+「まったく思わない」の回答数×０  

で算出した。 

       

 全体では、「工学や技術に関する専門知識がある」、「勤勉である」、「責任感がある」

のポイントが高く、「プレゼンテーション能力が高い」、「英語力が高い」、「リーダーと

しての資質がある」が低かった。 

 大企業では、「勤勉である」、「協調性がある」のポイントが高かったため、本校卒業

生の勤務態度に好印象を持っているものと思われる。 

 中小企業では、「責任感がある」が高く、「リーダーとしての資質がある」が低い。こ

れは、企業の中枢として位置付けたいものと思われる。  
（出典 本校ウェブサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成21年度に企業アンケート、平成22年度には卒業生アンケートを実施しており、卒業（修了）生

や進路先等の関係者から在学時に身に付けた学力や資質・能力、成果等に関する意見を聴取する取組

を行っている。アンケート結果は概ね高評価であり、一定の教育効果は認められるが、評価の対象は

前身校の卒業生であることから、今後も継続して意見を聴取する取組を実施するとともに、その成果

や効果を検証していく必要がある。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  
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 該当なし 

 

（改善を要する点）  

 卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力ごとの達成を学校として厳密に把握する方法は現在

まだ確立しておらず、今後改善に向けた取組が必要な事項である。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

準学士課程では、必修科目と高学年での選択科目を修得することによって、教育目標が達成される

ように教育課程を工夫している。従って、卒業要件を満たすかどうかにより目標の達成を確認してい

る。また、専攻科課程では、学士の取得及び必修科目の修得で教育目標の達成を確認している。いず

れも達成状況の把握を卒業判定会議や修了判定会議で組織的に行っており、教育の目的に沿った形で、

学生の達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われていると判断できる。ただし、卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力ごとの達成を学校として厳密に把握する方法は現在確立されて

おらず、今後の検討課題となっている。 

 教育の成果や効果に関しては、準学士課程、専攻科課程ともに単位取得状況、求人倍率、就職率、

学士取得状況等から、上がっていると判断している。ただし、教育目標ごとの達成度の把握といった

点での成果・効果の確認は十分ではない。 

 準学士課程、専攻科ともに就職、進学の状況は良好であり、いずれも100％に近い高水準を維持し

ている。就職先、進学先の状況からも、本校が掲げる教育理念に沿った、実践的技術者や総合的実践

的技術者の育成という教育の目的に適合しており、教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

 本校では、卒業する時点での様々な達成度についてのアンケートを卒業間近の５年生に対して行っ

ている。教育目標に対する学生による達成度評価では、全体を通して７割が「できる」と回答してお

り、また教育目標のそれぞれの項目ごとの状況をみても「できる」とした回答が多く、教育の成果や

効果が上がっていると言える。ただし、「英語によるコミュニケーション力」については、８割以上

の学生が達成できていないと回答していることに関しては早急な対応が必要である。 

 卒業（修了）生や進路先等の関係者から在学時に身に付けた学力や資質・能力、成果等に関する意

見を聴取する取組については、平成21年度に企業アンケート、平成22年度には卒業生アンケートを実

施した。アンケート結果は概ね高評価であり、一定の教育成果は認められるが、評価の対象は前身校

の卒業生であることから、今後も継続して意見を聴取する取組を実施するとともに、その成果や効果

を検証していく必要がある。 
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